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ステップ１ 比を求める 

１ Ａ×２＝Ｂ×３＝Ｃ×４のとき、Ａ：Ｂ：Ｃを２通りの方法で求めよ

うと思います。 

  

 

 

 ⑴ 図１のように、Ａ×２、Ｂ×３、Ｃ×４の答えを、２と３と４の最小

公倍数の（   ）とすると、 

     Ａ＝（   ）÷（   ）＝（   ） 

     Ｂ＝（   ）÷（   ）＝（   ） 

     Ｃ＝（   ）÷（   ）＝（   ） 

   よって、 

     Ａ：Ｂ：Ｃ＝（   ）：（   ）：（   ）となります。 

 

【図１】 Ａ×２＝Ｂ×３＝Ｃ×４＝12 
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 ⑵ 図２のように、Ａ×２、Ｂ×３、Ｃ×４の答えを（   ）とする

と、 

     Ａ＝（   ）÷（   ）＝（分数   ） 

     Ｂ＝（   ）÷（   ）＝（分数   ） 

     Ｃ＝（   ）÷（   ）＝（分数   ） 

   よって、 

     Ａ：Ｂ：Ｃ＝（   ）：（   ）：（   ） 

          ＝（   ）：（   ）：（   ）←通分 

          ＝（   ）：（   ）：（   ） 

  となります。 

 

【図２】 Ａ×２＝Ｂ×３＝Ｃ×４＝１ 
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２ 次の等式が成り立つとき、Ａ：Ｂ：Ｃを求めなさい。 

 

 ⑴ Ａ×４＝Ｂ×５＝Ｃ×６ 

 

 

 

 

 

 

 ⑵ Ａ×
4
5＝Ｂ×1

1
3＝Ｃ×

8
9 
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ステップ２ 等式→比を求める 

３ Ａ、Ｂ、Ｃの容器があり、その中にそれぞれ同じ量の水を入れたとこ

ろ、Ａにはその
1
2、Ｂにはその

2
3、Ｃにはその 0.75 だけ入りました。３

つの容器の容積の比を最も簡単な整数の比で表しなさい。 
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ステップ３ 等式→比を求める→①解法 

４ はじめに、Ａ君、Ｂ君、Ｃ君の所持金の合計は 3800 円でした。３人

はそれぞれ所持金の
2
5、

1
3、

1
4を使って、同じ代金の品物を買いまし

た。 

 

 ⑴ ３人の比を最も簡単な整数の比で表しなさい。 

 

 

 

 

 

 

 ⑵ はじめのＡ君の所持金は何円でしたか。 
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ステップ４ 残金の割合が分かっている問題 

５ Ａ君、Ｂ君、Ｃ君の３人が同じ品物を１つずつ買いました。Ａ君の残

金ははじめに持っていた金額の
1
3、Ｂ君の残金は

3
5、Ｃ君の残金は

7
15に

なりました。また、Ｂ君とＣ君の残金の差は 1000 円でした。 

 

 ⑴ ３人がはじめに持っていた金額の比を最も簡単な整数の比で答えなさ

い。 

 

 

 

 

 ⑵ Ｂ君とＣ君のはじめの所持金の差は何円ですか。 

 

 

 

 

 ⑶ Ａ君ははじめに何円持っていたましたか。 
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ステップ５ 同じ品物を何個か買う問題 

６ Ａさん、Ｂさん、Ｃさんの３人で同じケーキを買いに行きました。Ａ

さんは持っていたお金の
9
16でケーキを３個、Ｂさんは持っていたお金

の
4
7でケーキを４個、Ｃさんは持っていたお金の

3
5でケーキを３個買い

ました。はじめに３人が持っていたお金の合計金額が 1820 円でした。 

 

 ⑴ ケーキ１個の値段は、Ａさんの持っていたお金の（   ）倍、Ｂさ

んの持っていたお金の（   ）倍、Ｃさんの持っていたお金の

（   ）倍です。 

 

 ⑵ Ａさん、Ｂさん、Ｃさんのはじめに持っていた金額の比は、

（   ）：（   ）：（   ）です。 

 

 

 ⑶ Ａさんがはじめに持っていたお金は（   ）円です。 

 

 

 ⑷ ケーキ１個の値段は（   ）円です。 
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■ 解答 ■ 

１ ⑴ 12、２、６、 

    12、３、４、 

    12、４、３、 

    ６、４、３ 

  ⑵ １、２、
1
2、 

    １、３、
1
3、 

    １、４、
1
4、 

    
1
2、

1
3、

1
4、 

    
6
12、

4
12、

3
12、 

    ６、４、３ 

２ ⑴ 15：12：10 

  ⑵ 10：６：９ 

３ 12：９：８ 

４ ⑴ ５：６：８ 

  ⑵ 1000 円 

５ ⑴ 12：20：15 

  ⑵ 2400 円 

６ ⑴ 
3
16、

1
7、

1
5、     

  ⑵ 16、21、15 

  ⑶ 560 

  ⑷ 105 
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■ 解説 ■ 

１ ⑵  Ａ＝Ｂ×２＝Ｃ×３＝１ 

    とすると、 

     Ａ＝１、Ｂ＝
1
2、Ｃ＝

1
3 

    よって、 

     Ａ：Ｂ：Ｃ＝１：
1
2：

1
3 

          ＝
6
6：

3
6：

2
6 

          ＝６：３：２ 

 

２ ⑴  Ａ×４＝Ｂ×５＝Ｃ×６＝１ 

    とすると、 

     Ａ＝
1
4、Ｂ＝

1
5、Ｃ＝

1
6 

    よって、 

     Ａ：Ｂ：Ｃ＝
1
4：

1
5：

1
6 

          ＝
15
60：

12
60：

10
60 

          ＝15：12：10 

 

  ⑵  Ａ×
4
5＝Ｂ×

4
3＝Ｃ×

8
9＝１ 

    とすると、 

     Ａ＝
5
4、Ｂ＝

3
4、Ｃ＝

9
8 

    よって、 

     Ａ：Ｂ：Ｃ＝
5
4：

3
4：

9
8 

          ＝
10
8 ：

6
8：

9
8 

          ＝10：６：９ 

 

３   Ａ×
1
2＝Ｂ×

2
3＝Ｃ×0.75 

    Ａ×
1
2＝Ｂ×

2
3＝Ｃ×

3
4＝１ 

   とすると、 

     Ａ＝
2
1、Ｂ＝

3
2、Ｃ＝

4
3 

   よって、 

     Ａ：Ｂ：Ｃ＝
2
1：

3
2：

4
3 

          ＝
12
6 ：

9
6：

8
6 

          ＝12：９：８ 

 

４ ⑴ Ａ×
2
5＝Ｂ×

1
3＝Ｃ×

1
4 

    ➞Ａ：Ｂ：Ｃ＝
5
2：

3
1：

4
1 

          ＝
5
2：

6
2：

8
2 

          ＝５：６：８ 

 

  ⑵ はじめの所持金を 

     Ａ⑤円、Ｂ⑥円、Ｃ⑧円 

    とすると、 

     ⑤＋⑥＋⑧＝⑲ 

     ⑲＝3800 円 

     ①＝200 円 

     ⑤＝1000 円 
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５ ⑴ Ａが使ったお金は１−
1
3＝

2
3 

    Ｂが使ったお金は１−
3
5＝

2
5 

    Ｃが使ったお金は１−
7
15＝

8
15 

    よって、 

     Ａ×
2
3＝Ｂ×

2
5＝Ｃ×

8
15 

     ➞Ａ：Ｂ：Ｃ＝
3
2：

5
2：

15
8  

           ＝
12
8 ：

20
8 ：

15
8  

           ＝12：20：15 

 

  ⑵ Ｂ君とＣ君は同じ金額を使ったか

ら、残金の差ははじめの所持金の差

に等しい。よって 1000 円 

 

  ⑶ ⑴より、はじめの所持金を 

     Ａ⑫円、Ｂ⑳円、Ｃ⑮円 

    とすると、 

     ⑳−⑮＝⑤ 

     ⑤＝1000 円 

     ①＝200 円 

     ⑫＝2400 円 

 

 

 

 

 

６ ⑴ ケーキ１個の値段は、 

     Ａさんの所持金の
9
16×

1
3＝

3
16 

     Ｂさんの所持金の
4
7×

1
4＝

1
7 

     Ｂさんの所持金の
3
5×

1
3＝

1
5 

 

  ⑵ ⑴より、 

     Ａ×
3
16＝Ｂ×

1
7＝Ｃ×

1
5 

    よって、 

     Ａ：Ｂ：Ｃ＝
16
3 ：

7
1：

5
1 

           ＝16：21：15 

 

  ⑶ ⑵より、はじめの所持金を 

     Ａ⑯円、Ｂ 21 円、Ｃ⑮円 

    とすると、 

     ⑯＋ 21 ＋⑮＝ 52 

     52＝1820 円 

     ①＝35 円 

     ⑯＝560 円 

 

  ⑷ ⑴よりケーキ１個の値段はＡさん

の所持金の倍だから、 

     560×
3
16＝105(円) 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 




